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和室押入れも綺麗になりました
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□□□□□□■□□□□□

大きな門松で新年を迎えました

　
日
高
学
区
内
で
令
和
４
年
度

に
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
方
や
、

国
や
県
か
ら
著
し
く
功
績
が
あ

り
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を

紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

勝
間
田
菊
江
（
小
木
津
町
）

（
瑞
宝
単
光
章
）

　
令
和
４
年
度
秋
の
叙
勲
で
小

木
津
町
の
勝
間
田
菊
江
さ
ん
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
勝
間
田
さ
ん
は
永
年
に
わ

た
り
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
今
回
の
叙
勲
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

樫
村
守
（
小
木
津
町
）

　
茨
城
県
表
彰
（
功
績
者
表
彰
）

　
県
勢
の
発
展
に
著
し
い
功
績

が
あ
り
、
日
立
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
職
務
・
奉
仕

活
動
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

宇
佐
美
吉
郎
（
小
木
津
町
）

　
全
国
連
合
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
会
長
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
ま
た
永
年
、
民
児
協
の
市
及

び
県
の
役
員
と
し
て
社
会
福
祉

の
向
上
に
著
し
く
功
績
が
あ
り

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

小
野
初
江
（
日
高
町
）

　
茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
会
長
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
社
会

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

飛
躍
を
願
い
干
支
の

　
「
卯
」
を
折
る

飛
躍
を
願
い
干
支
の

　
「
卯
」
を
折
る

飛
躍
を
願
い
干
支
の

　
「
卯
」
を
折
る

　
12
月
８
日
交
流
セ
ン
タ
ー
で

講
師
の
朝
日
正
子
先
生
を
お
迎

え
し
て
、
折
り
紙
教
室
が
開
か

れ
17
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
で
干
支
を
折

り
は
じ
め
て
13
回
目
に
な

り
ま
し
た
。
令
和
５
年
の

干
支
は
「
卯
」
で
新
春
に

ふ
さ
わ
し
く
金
を
散
り
ば
め
た

ピ
ン
ク
と
白
の
折
り
紙
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
な

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
遅
れ
な

い
よ
う
折
り
進
め
て
い
く
と
、

段
々
に
耳
や
顔
の
形
に
な
っ
て

い
き
、
み
な
さ
ん
の
顔
が
ほ
こ

ろ
ん
で
き
ま
し
た
。
全
員
が
完

成
し
た
時
は
、
参
加
者
か
ら
「
今

回
は
難
し
い
折
り
方
も
な
く
ス

ム
ー
ズ
に
折
れ
て
楽
し
か
っ
た
」

「
初
め
て
参
加
で
き
て
こ
ん
な

に
可
愛
ら
し
く
出
来
上
が
り
嬉

し
い
で
す
」
と
笑
顔
で
見
せ
合

っ
て
い
ま
し
た
。

　
過
去
３
年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
日
高
学
区
市
民
自
治
会
で

は
、
予
定
し
て
い
た
活
動
の
大

部
分
が
実
施
で
き
ず
、
市
民
自

治
会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご

不
便
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
民
自
治
会
活
動
は
各
支
部
員
、

支
部
役
員
さ
ん
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

　
次
年
度
の
市
民
自
治
会
は
コ

ロ
ナ
禍
の
状
況
を
見
極
め
、
活

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

支
部
役
員
の
構
成
、
役
割
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
支
部
長
１
人
、
副
支
部
長
１

人
、
数
町
内
会
で
構
成
さ
れ
る

班
毎
に
常
任
委
員
が
１
人
、
班

を
構
成
す
る
各
町
内
会
の
自
治

委
員
数
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　　
支
部
長
は
会
則
で
任
期
が
２

年
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
支
部

の
意
見
、
要
望
を
取
り
ま
と
め
、

自
治
会
本
部
と
連
携
し
、
会
議

や
行
事
に
出
席
・
参
加
し
ま
す
。

　
副
支
部
長
は
支
部
長
を
補
佐

し
、
数
種
の
会
議
や
行
事
に
出

席
・
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
自

治
会
費
の
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
す
。

　
常
任
委
員
は
班
の
代
表
と
し

て
、
自
治
委
員
は
町
内
会
（
自

治
会
）
の
代
表
と
し
て
、
各
種

募
金
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
と

と
も
に
、
数
種
の
行
事
に
参
加

し
ま
す
。

　
副
支
部
長
・
常
任
委
員
・
自

治
委
員
の
任
期
は
特
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
１
年
で
す
。

　
２
年
制
の
支
部
長
の
選
出
は
、

選
考
委
員
会
を
設
置
し
て
適
任

者
を
選
出
し
て
く
だ
さ
い
。
副

支
部
長
・
常
任
委
員
・
自
治
委

員
の
選
出
は
、
各
支
部
と
も
輪

番
制
が
多
い
よ
う
で
す
。

　　
新
役
員
の
名
簿
は
現
支
部
長

が
取
り
ま
と
め
、
２
月
末
日
ま

で
に
市
民
自
治
会
事
務
局
（
℡

42
ー
４
０
５
０
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
支
部
役
員
の
役
割
と
任
期

〇
支
部
役
員
の
選
出

〇
新
役
員
の
届
け
出
時
期

〇
支
部
役
員
の
構
成

令
和
５
年
度
支
部
役
員
の
改
選
準
備
を

　
　
　
届
け
出
は
２
月
末
日
ま
で
に

　
12
月
27
日
、
日
高
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
当
施
設
利
用
の
各
種

グ
ル
ー
プ
、
団
体
の
協
力
に
よ

り
恒
例
の
年
末
大
掃
除
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
年
末
大
掃
除
は
利
用

者
団
体
及
び
日
髙
学
区
市
民
自

治
会
・
社
会
福
祉
委
員
会
の
有

志
や
日
高
支
所
、
日
高
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の
41
団
体
総
勢

１
３
４
名
が
参
加
し
て
日
高
交

流
セ
ン
タ
ー
・
体
育
館
の
内
外
、

特
に
日
ご
ろ
活
動
後
に
行
う
清

掃
作
業
で
は
行
わ
な
い
、
倉
庫

や
手
の
届
か
な
い
高
所
な
ど
を

精
力
的
に
行
い
、
２
時
間
程
で

終
了
し
大
変
綺
麗
に
な
り
し
た
。

　

　
作
業
終
了
後
、
寒
い
中
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
お
茶
と

あ
っ
た
か
い
饅
頭
が
配
ら
れ
労

が
ね
ぎ
ら
わ
れ
ま
し
た
。

年
末
大
掃
除
実
施
　
　
　

　
12
月
20
日
、
日
髙
交
流
セ
ン

タ
ー
玄
関
に
大
き
く
立
派
な
手

作
り
門
松
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

門
松
は
新
年
の
年
神
様
が
家
々

に
舞
い
降
り
て
来
る
時
の
目
印

と
し
て
、
お
正
月
に
家
の
玄
関

や
門
に
飾
る
風
習
で
す
。

　
今
年
も
日
髙
学
区
市
民
自
治

会
有
志
に
よ
り
地
元
の
孟
宗
竹

や
笹
・
松
な
ど
を
取
り
揃
え
た
、

高
さ
約
３
ｍ
の
大
き
な
門
松
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
日
高
交
流
セ
ン
タ

ー
・
体
育
館
が
地
域
住
民
の
皆

様
へ
の
情
報
発
信
と
住
民
間
の

交
流
場
所
と
の
位
置
づ
け
か
ら

大
切
な
年
中
行
事
と
し
て
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

永
井
直
規
・
茨
城
県
信
用
組
合

日
高
支
店
・
宇
佐
美
吉
郎
・
大

高
工
務
店
・
志
賀
勝
弘
・
茨
城

環
境
企
業
・
斉
藤
金
四
郎
・
玉

喜
屋
支
店
・
石
堂
徳
明
・
志
賀

啓
行
・
木
田
金
房
・
豊
田
清
明

樫
村
守
・
下
平
優
・
見
城
美
智

子
・
矢
部
一
良
・
宇
佐
美
寿
郎
・

海
老
沢
清
・
大
森
商
店
・
志
賀

信
夫
・
石
井
慶
昭
・
小
澤
邦
子
・

深
澤
嘉
子
・
三
秀
建
設
工
業
・

エ
イ
チ
シ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

㈱
・
岩
間
恵
美
子
・
見
城
智
恵

子
・
肥
田
順
子
●
募
金
は
被
災

地
の
支
援
や
県
内
の
福
祉
団
体
・

施
設
、
日
立
市
の
地
域
福
祉
活

動
や
高
齢
者
、
体
の
不
自
由
な

方
々
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

等
に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。
ご

協
力
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金

　
大
口
奉
仕
者
芳
名

        

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

新
年
を
迎
え
る
準
備
万
端

　
　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

今にも飛び跳ねそうなうさぎが折れました

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
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□□□□□□■□□□□□

たくさんの情報が発信されました

受賞おめでとうございます

志賀会長の説明を聞く生徒たち

日
高
俳
句
会

産
土
の
紅
寒
桜
匂
ひ
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
照
美
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忍
耐
を
母
の
背
に
み
る
寒
落
暉
　
　
　
　
　
勝
間
田
菊
江

婚
の
荷
の
届
き
て
梅
の
ひ
ら
き
け
り
　
　
　
小
島
シ
ン
子

角
巻
き
で
市
に
買
物
母
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
斎
藤
金
四
郎

風
光
る
少
年
の
弾
く
駅
ピ
ア
ノ
　
　
　
　
　
鈴
木
　
禮
子

白
鳥
の
く
る
り
逆
立
ち
藻
を
食
め
り
　
　
　
田
山
　
陽
一

行
く
年
や
認
め
て
生
き
る
老
い
の
道
　
　
　
藤
田
美
津
子

白
菊
を
九
谷
に
活
け
て
碁
敵
待
つ
　
　
　
　
古
舘
　
英
男

夕
食
は
手
打
ち
う
ど
ん
と
き
の
こ
汁
　
　
　
横
倉
　
省
三

さ
か

　
高
齢
者
を
狙
っ
た
電
話
詐
欺

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
県
内
で

は
、
実
在
す
る
企
業
名
を
名
乗

り
、
介
護
施
設
の
入
居
権
を
譲

っ
て
欲
し
い
と
持
ち
掛
け
、
言

葉
巧
み
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
詐
欺
被
害
が
多
く
発
生
し
て

お
り
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

安
易
な
返
答
は
せ
ず
怪
し
い
電

話
は
す
ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

不
審
に
思
っ
た
り
困
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
警
察
や
日
立
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
知
ら
な
い
人
と
お

金
の
話
を
し
な
い
、
留
守
番
電

話
を
活
用
す
る
こ
と
も
被
害
に

あ
わ
な
い
為
の
手
段
で
す
。

日
立
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
２
６
│
０
０
６
９

　
県
立
北
茨
城
特
別
支
援
学
校

中
学
部
３
学
年
の
生
徒
３
人
が
、

昨
年
12
月
１
日
、
日
高
交
流
セ

ン
タ
ー
で
職
業
体
験
を
実
習
し

ま
し
た
。
こ
の
職
業
体
験
事
業

は
、
５
年
前
に
、
担
当
の
先
生

が
日
高
学
区
出
身
だ
っ
た
縁
で
、

当
所
で
実
施
さ
れ
始
め
、
そ
の

後
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
志
賀
交
流
セ

ン
タ
ー
委
員
長
か
ら
説
明
を
聞

き
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
花
苗
植

え
作
業
や
移
植
後
の
プ
ラ
ン
タ

ー
の
配
置
な
ど
、
思
い
思
い
の

や
り
方
で
、
引
率
の
先
生
や
セ

ン
タ
ー
職
員
に
、
見
守
ら
れ
な

が
ら
実
習
し
ま
し
た
。

　
後
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、

生
徒
か
ら
、
指
導
や
体
験
に
つ

い
て
「
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
」
と
の
お

礼
の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。

う
ぶ
す
な

特
別
支
援
学
校
　
職
場
体
験

花
植
え
に
挑
戦

花
植
え
に
挑
戦

花
植
え
に
挑
戦

電
話
詐
欺
に
注
意
！

　
12
月
22
日
、
日
高
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

情
報
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
日
高
学

区
市
民
自
治
会
社
会
福
祉
委
員

会
の
事
業
で
、
地
域
の
高
齢
者

が
気
軽
に
集
う
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
健
康
増
進
や
閉
じ
こ

も
り
防
止
な
ど
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
学
区
内
７
か
所
の

集
会
所
を
利
用
し
毎
月
１
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
学
区
内
で
は

通
称
お
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
と
呼
ば

れ
、
65
歳
以
上
の
方
で
し
た
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
音
楽
、
体
操
、

健
康
講
話
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

屋
外
活
動
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
な

ど
で
、
各
サ
ロ

ン
工
夫
を
凝
ら

し
た
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　
情
報
交
換
会
に
は
、
社
会
福

祉
委
員
会
役
員
、
各
サ
ロ
ン
の

代
表
者
、
地
域
福
祉
推
進
員
、

日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
サ
ン

豊
浦
職
員
の
総
数
22
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご
厚

意
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
事

業
で
す
。

　
新
年
度
の
活
動
計
画
に
あ
た

り
、
新
情
報
や
注
意
事
項
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
情
報
交
換
の

場
で
は
、
お
す
す
め
の
活
動
を

紹
介
さ
れ
た
方
、
他
の
お
げ
ん

き
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
を
確
認

さ
れ
た
方
、
み
ん
な
で
活
動
の

た
め
の
情
報
を
共
有
し
、
有
意

義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
各
サ
ロ
ン
の
代
表
者
は
情
報

を
持
ち
帰
り
、
高
齢
者
が
活
動

に
参
加
し
て
楽
し
そ
う
な
表
情

を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
次
年

度
の
活
動
計
画
を
作
成
し
て
い

き
ま
す

次
年
度
活
動
計
画
を
確
認

ふ
く
し
の
つ
ど
い

　
　
　
～
福
祉
功
労
者
顕
彰
～

　
11
月
22
日
日
立

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
音
楽
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
日
立
市

社
会
福
祉
協
議
会

主
催
「
ふ
く
し
の

つ
ど
い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
日

立
市
の
福
祉
向
上

に
尽
力
さ
れ
た
各

地
区
の
方
が
、
日

立
市
社
会
福
祉
協

議
会
会
長
よ
り
顕

彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
学
区
か
ら
は
、

長
年
に
渡
り
地
域
の
社
会
福
祉

活
動
に
協
力
援
助
さ
れ
た
と
し

て
、
岩
間
恵
美
子
さ
ん
、
矢
部

一
良
さ
ん
、
石
井
慶
昭
さ
ん
、

そ
し
て
株
式
会
社
藤
設
備
の
合

わ
せ
て
、
３
名
、
１
団
体
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
岩
間
さ
ん
は
、
日
高
学
区
市

民
自
治
会
社
会
福
祉
委
員
会
の

お
げ
ん
き
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
、
ま
た
２
０
１
１

年
発
足
当
時
か
ら
シ
ル
バ
ー
リ

ハ
ビ
リ
体
操
教
室
の
指
導
士
と

し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、

日
々
、
日
高
学
区
住
民
の
健
康

寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
矢
部
一
良
さ
ん
と
石
井
慶
昭

さ
ん
は
長
年
民
生
委
員
児
童
委

員
を
務
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

矢
部
さ
ん
は
主
に
横
内
地
区
と

宿
東
地
区
の
一
部
、
石
井
さ
ん

は
西
町
地
区
に
お
い
て
、
高
齢

者
、
障
害
の
あ
る
方
、
ひ
と
り

親
世
帯
な
ど
の
心
配
事
に
耳
を

傾
け
、
相
談
や
援
助
活
動
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
藤
設
備
は
、

地
域
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
に

多
額
の
金
円
の
寄
附
を
さ
れ
た

団
体
と
し
て
受
賞
し
ま
し
た
。

同
社
か
ら
寄
付
さ
れ
た
ご
厚
意

は
、
日
高
学
区
の
み
な
ら
ず
、

日
立
市
内
全
体
の
福
祉
活
動
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、

日
頃
か
ら
、
日
高
学
区
の
住
民

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
ご
尽
力

を
頂
い
て
お
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
情
報
交
換
会
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昭
和
10
年
、
水
戸
市
生
ま
れ

の
菅
谷
さ
ん
は
、
学
校
卒
業
後

日
立
製
作
所
電
線
工
場
に
入
ら

れ
、
高
圧
電
力
ケ
ー
ブ
ル
や
海

底
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
に
長
年
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
仕
事
に
は
今
で
も
誇
り

を
持
た
れ
て
い
ま
す
が
、
在
職

中
の
忘
れ
が
た
い
思
い
出
の
一

つ
は
、
当
時
盛
大
に
行
わ
れ
て

い
た
職
場
対
抗
の
運
動
会
で
チ

ー
ム
が
優
勝
し
、
主
将
と
し
て

優
勝
旗
を
受
け
取
っ
た
こ
と
で
、

今
で
も
そ
の
時
の
感
動
を
覚
え

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
勤
め
も
30
年
近
く
前
に

退
職
さ
れ
、
先
輩
に
誘
わ
れ
て

日
高
地
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
、

そ
し
て
日
高
地
区
福
祉
委
員
会

の
委
員
と
し
て
平
成
29
年
に
退

任
さ
れ
る
ま
で
長
年
活
動
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
約
20
年
前
に
創
設

に
関
わ
っ
た
日
高
に
こ
に
こ
ク

ラ
ブ
、
そ
し
て
日
高
の
マ
マ
さ

ん
卓
球
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
や
長

年
の
友
人
と
メ
ー
ル
交
信
、
そ

し
て
生
活
日
誌
を
パ
ソ
コ
ン
に

打
ち
込
む
な
ど
忙
し
い
日
々
を

過
ご
さ
れ
て
お
り
、
毎
朝
の
テ

レ
ビ
体
操
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
家
庭
菜
園
を
見
回
る
の

が
至
福
の
時
間
だ
そ
う
で
す
。

　
つ
ね
に
朗
ら
か
に
生
き
て
欲

し
い
と
い
う
ご
両
親
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
お
名
前
ど
お
り
の

朗
ら
か
で
前
向
き
な
お
人
柄
で

し
た
。
　
　
（
田
所
　
剛
）

菅谷　恒朗さん

小木津町

(87歳)

総務部幹事

市原 慎也さん

～

い

つ

も

朗

ら

か

に

～

　
本
部
役
員
な
の
に
今
年
も

ほ
と
ん
ど
協
力
で
き
な
く
て

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
な
ん
と
か
、
11
月
27

日
の
「
晩
秋
の
日
高 

里
山
史

跡
を
巡
ろ
う
」
に
は
参
加
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
長

く
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、
澳
津
説
神
社

の
本
殿
に
文
化
財
級
の
絵
が

奉
納
さ
れ
て
る
こ
と
を
知
り
、

「
西
町
の
地
蔵
さ
ま
」
は
初

参
拝
で
、
不
動
滝
も
20
数
年

ぶ
り
で
し
た
。

　
ま
た
、
45
年
程
前
の
日
高

小
学
校
の
遠
足
で
は
、
さ
ら

に
奥
の
「
石
尊
山
」
ま
で
行

っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、

同
じ
く
参
加
し
て
い
た
同
級

生
の
黒
澤
君
は
昼
食
時
「
そ

ん
な
の
覚
え
て
ね
ぇ
」
と
言

い
な
が
ら
お
い
し
そ
う
に
３

杯
目
の
カ
レ
ー
を
飲
ん
で
い

ま
し
た
。
小
中
学
生
の
参
加

も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代

の
み
な
さ
ん
と
交
流
が
で
き
、

と
て
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
一
日
で
し
た
。

積極的な参加を目指す�
　
前
２
０
９
号
４
面
に
掲
載
の

「
日
高
中
学
校
新
人
戦
で
活
躍
」

の
記
事
で
女
子
剣
道
個
人
の
部

で
３
位
と
な
っ
た
生
徒
さ
ん
の

お
名
前
を
佐
藤
柚
さ
ん
と
記
載

し
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
佐
藤

紬
さ
ん
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

安心して曲がれます

元気な高連クラブの皆さん
   不動滝

澳津説神社の椎の巨木

コ
ロ
ナ
は
飛
ん
で
け
！

　
昨
年
は
ど
ん
ど
焼
き
だ
け
だ

っ
た
が
、
今
年
は
昔
遊
び
や
模

擬
店
な
ど
い
つ
も
の
鳥
追
い
祭

り
が
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

人
の
集
ま
り
が
制
限
さ
れ
て
き

た
中
、
久
し
ぶ
り
の
祭
り
で
、

大
人
も
子
供
も
楽
し
そ
う
な
笑

顔
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が

開
か
れ
る
が
、
皆
さ
ん
に
役
立

つ
「
ひ
た
か
」
の
情
報
を
本
誌

で
発
信
し
て
い
き
た
い
（
増
子
）

新しい年も幸せに

さあー掘るよ。大きいイモがあるといいね！

・

□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□

お
詫
び
と
訂
正

　
令
和
４
年
度
の
茨
城
県
小
中

学
校
芸
術
祭
に
お
い
て
日
高
小

学
校
、
中
学
校
の
生
徒
が
左
記

の
通
り
入
選
し
、
11
月
に
水
戸

市
の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館
で
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

日
高
小
学
校

　
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
　
４
年
　
金
澤
　
明
里

　
書
写
の
部

　
　
４
年
　
小
野
　
愛
心

日
高
中
学
校

　
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

　
　
３
年
　
金
澤
　
冬
佳

　
書
写
の
部

　
　
１
年
　
片
根
　
迪
夏

茨
城
県
小
中
学
校
芸
術
祭
で

日
小
・
日
中
生
が
入
賞

　
昨
年
暮
の
25
日
、
交
流
セ
ン

タ
ー
２
階
で
わ
ら
細
工
教
室
が

行
わ
れ
、
参
加
者
は
30
名
程
度

と
若
干
少
な
め
で
し
た
。

　
会
場
内
に
は
小
野
俊
郎
さ
ん

か
ら
提
供
さ
れ
た
藁
束
が
う
ず

た
か
く
積
ま
れ
、
例
年
通
り
自

治
会
の
志
賀
会
長
と
、
東
本
宿

支
部
の
根
本
と
よ
さ
ん
の
指
導

で
作
り
始
め
ま
し
た
。

　
藁
を
上
手
に
な
え
る
人
も
、

思
い
通
り
に
行
か
ず
悪
戦
苦
闘

す
る
参
加
者
も
い
て
会
場
は
終

始
な
ご
や
か
な
笑
い
声
に
満
ち

て
い
ま
し
た
が
、
１
時
間
も
す

る
と
皆
、
そ
れ
な
り
の
作
品
を

作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
作
の
し
め
縄
を
玄
関
先

に
掲
げ
、
新
し
い
年
を
迎
え
た

い
と
願
い
を
込
め
て
最
後
に
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
毎
年
父
親
と
参
加
し
て
い
る

小
学
生
は
、
「
今
年
は
ほ
ぼ
全

部
自
分
一
人
で
つ
く
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
令
和
４
年
12
月
１
日
、
全
国

一
斉
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
改
選
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日

高
学
区
で
は
、
す
べ
て
の
前
任

者
が
再
任
さ
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
よ
り
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど

の
相
談
を
受
け
、
行
政
や
専
門

機
関
へ
つ
な
ぐ
仕
事
を
中
心
に
、

お
年
寄
り
や
障
が
い
者
、
こ
ど

も
た
ち
の
見
守
り
相
談
活
動
な

ど
、
地
域
福
祉
の
核
に
な
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
次
の
方
々
が
民
生

委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

　
表
記
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
　
氏
名
（
電
話
番
号
）

　
　
担
当
地
区

佐
藤
　
裕 

　
　
　
３
７
６
５

　
日
高
町
１
丁
目
１
～
20
番

　
　
〃
　
５
丁
目
９
～
12
番
　

藤
田
博
美
　
　
　 

４
８
０
１
　

　
日
高
町
１
丁
目
21
～
26
番

　
　
　
　
　
　
　
28
～
33
番

　
小
木
津
町
１
丁
目
１
～
13
番

宇
佐
美
吉
郎
　
　
　
３
２
６
４

　
日
高
町
１
丁
目
27
番

　
小
木
津
町
１
丁
目
27
・
28
番

　
　
　
　
　
　
　
　
43
～
48
番

　
　
　
　
　
２
丁
目
１
～
６
番

木
田
金
房
　
　
　 

４
９
６
５

　
日
高
町
２
丁
目
　
１
～
３
番

　
小
木
津
町
３
丁
目
１
～
18
番

　
小
木
津
町
松
木
下
団
地
周
辺

樫
村
　
守
　
　
　
２
２
２
３

　
小
木
津
町
３
丁
目
19
～
31
番

矢
部
一
良
　
　
　
３
０
３
５

　
日
高
町
２
丁
目
４
～
13
番

　
　
　
　
５
丁
目
１
～
３
番

小
野
紀
代
美
　
　   

４
５
６
４

　
日
高
町
３
丁
目
12
～
29
番

　
　
24
～
26
番
の
一
部
を
除
く

小
野
初
江
　
　
　
４
３
０
７

　
日
高
町
３
丁
目
１
～
11
番

　
小
木
津
町
４
丁
目
１
～
９
番

小
林
　
修
　
　
　
３
３
６
２

　
日
高
町
４
丁
目
全
部

　
　
　
　
５
丁
目
４
～
８
番

原
田
千
代
子
（0

9
0
6
6
5
6
1
1
7
5

）

　
小
木
津
町
１
丁
目
14
～
26
番

　
　
　
　
　
　
　
　
29
～
42
番

石
井
慶
昭
　
　
　
７
４
１
１

　
小
木
津
町
２
丁
目
７
～
20
番

　
小
木
津
町
旧
番
地
常
磐
線
山
側

高
畑
仁
子
　
　
　
２
７
３
１

　
小
木
津
町
４
丁
目
10
～
44
番

豊
田
賢
一
　
　
　
２
２
３
４

　
小
木
津
町
５
丁
目
全
部

　
小
木
津
町
３
丁
目
24
～
26
番

　
　
　
　
　
の
一
部
及
び
30
番

　
小
木
津
町
旧
番
地
常
磐
線
海
側

小
泉
安
宏
　
　
　
４
０
８
０

　
主
任
児
童
委
員
（
学
区
全
域
）

地
域
の
相
談
役
　
民
生
委
員
の
一
斉
改
選

　
　
　
　
日
高
学
区
は
全
員
再
任
に

 

ママさんと一緒にスマッシュ！


